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イ
ベ
ン
ト

I N F O R M A T I O N

　　

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、山
の
安
全
祈
願
式
典
を
行

い
ま
す
。

日
時
●
６
月
１
日
日 

午
前
11
時

場
所
●
八
ヶ
岳
阿
弥
陀
岳
山
頂

集
合
時
間
●
午
前
６
時

集
合
場
所
●
舟
山
十
字
路

定
員
●
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
締
切
●
５
月
27
日
火

　　
「
命
あ
ふ
れ
る
里
山　

〜
生
き

も
の
の
つ
な
が
り
〜
」と
題
し
た

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

動
く
こ
と
の
で
き
な
い
植
物
が

そ
こ
に
存
在
し
得
る
の
は
、多
く

の
昆
虫
や
動
物
達
の
営
み
と
、そ

れ
を
巧
み
に
利
用
す
る
植
物
の
戦

略
が
あ
る
。こ
の
つ
な
が
り
が
生

物
多
様
性
を
維
持
し
、活
き
活
き

と
し
た
里
山
を
作
り
だ
し
て
い

る
。生
態
系
の
一
環
と
し
て
存
在

し
て
い
る
私
達
は
、今
何
を
す
べ

き
か
？

日
時
●
5
月
18
日
日　

　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
5
時

　
　
　

受
付　

午
後
２
時
30
分
〜

場
所
●
茅
野
市
議
会
棟　

　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

講
師
●
理
学
博
士

　
　
　
　
　
　

多
田　

多
恵
子

 
記
念
す
べ
き
10
回
目
の
病
院
祭

は
、「
あ
り
が
と
う
10
年　

〜
諏
訪

日
赤
と
地
域
の
歩
み
〜
」を
テ
ー
マ

に
地
域
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、様
々
な
企
画
を

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
て
開
催
し

ま
す
。

日
時
●
5
月
24
日
土

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所
●
諏
訪
赤
十
字
病
院

 　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
操

作
方
法
を
学
び
、
間
伐
材
で
薪

づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
薪
ス
ト
ー
ブ
を
お
持
ち
の

方
な
ど
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
●
5
月
25
日
日　

　

  

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
6
月
1
日
日

　

に
順
延
し
ま
す
。

集
合
場
所
●
市
民
の
森
駐
車
場

（
茅
野
市
吉
田
山
）

参
加
費
●
１
５
０
０
円

定
員
●
30
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法
●
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
有

無
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限
●
5
月
16
日
金　

持
ち
物
●
作
業
の
で
き
る
服
装

（
長
袖
、
作
業
グ
ロ
ー
ブ
、
作

業
靴
、
帽
子
）
、
弁
当
、
飲
み

物
、
作
業
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

※
道
具
の
無
い
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

八
ヶ
岳
美
術
館
で
は
、
次
の

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
宮
坂
雅
博 

小
松
由
利
江

　

星
景
写
真
展

　

諏
訪
を
拠
点
に
全
国
で
活
躍

し
て
い
る
星
景
写
真
家
に
よ
る

展
覧
会
。

　

白
駒
の
池
、
ま
る
や
ち
湖
な

ど
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
と

星
空
と
が
織
り
な
す
幻
想
的
な

日 土金木水火月

5月 6月

M a y  t o  J u n e

　   　 　  　 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31 
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■原村診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■中央公民館［☎79-7940］
土曜日、日曜日、祝日（施設利用は可）

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、5/30

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
5/21

第
３０
回
八
ヶ
岳

（
阿
弥
陀
岳
）開
山
祭

問
・
■
■
■

農
林
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　
☎
79
‐
7
9
2
9

申
込
先

八ヶ岳森林文化の会ホームページアドレス
http://www.8moribunka.org/

星
景
写
真
の
世
界
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

会
期
●
6
月
15
日
日
ま
で

○
関
連
イ
ベ
ン
ト

■
講
座「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
き

れ
い
な
撮
り
方
」

　

自
宅
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
き

れ
い
な
写
真
を
撮
る
コ
ツ
を
学
び

ま
す
。

日
時
●
5
月
22
日
木　

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

参
加
費
●
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
入
館
料
含
む
）

■
プ
ラ
ネ
タ
ド
ー
ム
上
映
ト
ー
ク

　

星
景
写
真
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
大
画
面
で
鑑
賞
し
な
が
ら

作
家
の
ト
ー
ク
を
聞
き
ま
す
。

日
時
●
6
月
14
日
土

　

午
後
５
時
開
場
、

　

午
後
５
時
30
分
開
演

参
加
費
●
八
ヶ
岳
美
術
館
入
館

券
と
セ
ッ
ト
で
７
０
０
円

　 　　

犬
の
所
有
者
は
、犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）と
、毎
年
6
月
30

日
ま
で
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

接
種
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
生
後

91
日
以
上
の
犬
は
す
べ
て
対
象
）

　

狂
犬
病
は
、人
と
動
物
の
共
通

感
染
症
で
、動
物
に
咬
ま
れ
る
こ

と
な
ど
で
人
間
に
感
染
し
、発
病

す
る
と
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、                

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
の
集
合
注
射
は

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。ま
た
、

飼
い
始
め
た
犬
の
新
規
登
録
も

併
せ
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料
●

　

予
防
注
射
の
み（
通
常
の
方
）

　
　
　
　
　
　

３
，３
１
０
円

　

予
防
注
射
と
新
規
登
録　
　

　
　
　
　
　
　

６
，３
１
０
円

※
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

注
意
事
項
●

・
登
録
済
み
の
方
は
郵
送
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・
集
合
注
射
会
場
で
は
飼
い
犬
を

他
の
犬
や
人
に
近
づ
け
な
い
よ
う

に
適
正
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

・
当
日
は
犬
が
興
奮
し
ま
す
の
で
、

子
供
を
同
伴
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
今
回
の
集
合
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
、又
は
希
望
し
な
い
場
合
は
、

6
月
30
日
ま
で
に
動
物
病
院
で

予
防
注
射
を
受
け
、病
院
が
発
行

し
た「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」

と「
交
付
手
数
料
５
５
０
円
」を

建
設
水
道
課
環
境
係
窓
口
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

・
高
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
予
防

注
射
の
猶
予
を
受
け
る
場
合
は
、

動
物
病
院
が
発
行
す
る
猶
予
証

明
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。※
毎
年
提
出
が
必
要
で
す
。

 　

公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用

す
る
た
め
に
、電
波
法
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

「
不
法
無
線
局
」か
ら
発
射
さ
れ

る
不
法
な
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
や
消
防
・
救

急
や
航
空
な
ど
重
要
な
無
線
通

信
へ
の
混
信
・
妨
害
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引

な
ど
に
よ
り
、日
本
で
は
使
用
で

き
な
い
外
国
規
格
の
違
法
な
無

線
機
器（
技
適
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
）

が
流
通
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は

比
較
的
容
易
に
入
手
で
き
る
た

め
、法
令
違
反
の
認
識
が
な
い
ま

ま
使
用
し
、混
信
妨
害
の
原
因
者

と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波

の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た

め
、「
不
法
無
線
局
」を
な
く
し
、

電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い（
無
料
）。

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
10
回
日
赤
病
院
祭

問
諏
訪
赤
十
字
病
院
総
務
課

 

☎
57
‐
6
0
1
7

八
ヶ
岳
森
林

文
化
の
会
講
演
会

問
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会

 

☎
75
‐
1
7
7
2

薪
づ
く
り
講
習
会

問
・
■
■
■
八
ヶ
岳
森
林
文
化

の
会
（
川
手
さ
ん
）

☎
0
9
0
‐
5
4
3
7
‐
2
8
8
1

申
込
先

お
知
ら
せ

狂犬病予防注射日程表

場　所
原村役場前

中新田公民館前
南原公民館前
判之木公民館前
やつがね公民館前
室内公民館前

農業実践大学校研修館駐車場
第２ペンション入口
上里公民館前

時　間
９：00～９：30
９：45～10：10
10：25～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40
13：00～13：15
13：25～13：45
13：55～14：10

期　日

５月２１日
（水）

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　
☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
新
規
登
録

15

問
八
ヶ
岳
美
術
館

　
☎
74
‐
2
7
0
1

八
ヶ
岳
美
術
館
企
画
展

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

総務省信越総合通信局ホームページアドレス
http://www.soumu.go.jp/soutsu/shinetsu/

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害

及
び
違
法
な
無
線
設
備
の
情
報

に
関
す
る
こ
と

監
視
調
査
課

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
9
9
7
6

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の

受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

受
信
障
害
対
策
官

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
9
9
9
1

★
そ
の
他
、情
報
通
信
の
行
政

相
談
に
関
す
る
こ
と

総
合
通
信
相
談
所

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
9
9
6
1

問
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
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カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

　
昨
年
11
月
に
企
画
さ
れ
た

「
福
島
第
一
原
発
大
接
近
ツ

ア
ー
」
に
参
加
さ
れ
た
、
富
士

見
町
在
住
の
カ
メ
ラ
マ
ン
滝
沢

清
次
さ
ん
が
、
事
故
処
理
や
復

興
が
進
ん
で
い
な
い
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
（
約
５
㎞
付
近

か
ら
の
様
子
）
や
浪
江
町
な
ど

の
現
状
を
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。

開
催
期
間
●
５
月
19
日
月
〜
５

月
29
日
木
ま
で
（
土
・
日
を
除

く
）

時
間
●
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
ま
で

会
場
●
原
村
役
場
１
階
（
東

側
）
村
民
ホ
ー
ル

  

現
在
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
行
わ

れ
て
い
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
の
終

了
ま
で
約
1
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
は
、
ア

ナ
ロ
グ
放
送
停
波
後
も
、
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
で
引
き
続
き
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き

る
よ
う
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
変
換
し
て

再
放
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
暫
定
的
な
措

置
で
2
0
1
5
年
3
月
末
で
終

了
と
な
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
未
対
応
の
テ

レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
終
了

ま
で
に
地
デ
ジ
化
の
ご
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
は
ら
４
月
号
に
掲
載

し
た
民
生
児
童
委
員
協
議
会

委
員
名
簿
で
、
払
沢
地
区
委

員
の
担
当
区
域
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

誤
／
笠
原
い
ち
子　

払
沢
（
1

〜
4
、
16
〜
19
常
会
）

正
／
笠
原
い
ち
子　

払
沢
（
1

〜
4
、
16
〜
19
、
21
常
会
）

野
明
晃　

払
沢
（
５
〜
９
、

15
、
20
常
会
）

　

心配ごと相談・結婚相談所　問☎79-7228
◇日時／5月18日（日）、6月1日（日）
　　　　6月15日（日）
　　　　午後1時30分～午後6時
◇場所／老人憩の家
◇担当／心配ごと・結婚相談員
　
平日夜間の結婚相談　問☎79-7922
◇日時／5月28日（水）午後6時～午後9時
◇場所／老人憩の家 
◇担当／結婚相談員
　
国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／6月4日（水）午前10時～午後3時
◇場所／富士見町役場
◇担当／岡谷年金事務所職員
　
交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
◇日時／6月12日（木）午前10時～午後3時
◇場所／諏訪地方事務所
◇担当／長野県交通事故相談所松本相談所
　　　　の交通事故相談員
 
特設人権相談　問☎79-7927
◇日時／6月6日（金）  午前10時～午後3時
◇場所／中央公民館 
◇担当／原村人権擁護委員
 
税務相談所　問予約☎28-6666
◇日時／6月11日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の
　　　　税理士
　※事前に電話でお申し込みください。
　

社
会
体
育
館

　
　
　
　
☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
5
／
16
金　

○
５
／
23
金

　

○
5
／
30
金　

○
６
／
６
金

　

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
17
土　

○
５
／
24
土

　

○
５
／
31
土　

○
６
／
14
土

　

午
後
６
時

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
５
／
24
土　

○
６
／
14
土

　

正
午
〜
午
後
5
時

■
原
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
５
／
26
月　

午
前
８
時

　

弓
振
農
村
広
場

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
５
／
29
木　

午
後
７
時
30
分

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
７
土 　

午
後
６
時
30
分

■
利
用
者
会
議

　

○
６
／
９
月　

午
後
７
時
30
分

■
原
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
○
６
／
13
金　

午
後
６
時
45
分

■
原
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

○
６
／
14
土　

午
前
８
時

　

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

中
央
公
民
館

　
　
　
　
☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

○
５
／
19
月

　

午
後
１
時
30
分
・
午
後
７
時
30
分

■
エ
ク
セ
ル
入
門

　

○
５
／
21
水　

○
５
／
23
金

　

○
５
／
26
月　

○
５
／
28
水

　

午
後
7
時

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
②

　

○
５
／
21
水　

午
前
10
時

　

原
消
防
署

　

昭
和
49
年
に
樅
の
木

荘
が
建
築
さ
れ
、
多
く

の
住
民
や
観
光
客
の
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

　

建
築
か
ら
約
40
年
を

経
過
し
て
建
物
も
老
朽

化
し
、
耐
震
構
造
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
営

業
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
こ
の
た

め
、
各
種
団
体
等
の
代

表
者
、
有
識
者
、
公
募

の
方
な
ど
11
名
で
「
樅
の
木
荘
検
討
委
員
会
」
を
つ
く

り
、
施
設
存
続
の
可
否
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
住
民
の
み
な
さ
ん

等
か
ら
広
く
ご
意
見
を
募
集
す
る
た
め
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
り
、
自
由
な
ご
意
見
を
募
る

な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
と
な

る
方
向
を
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
既
に
こ
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
の
経
過

　
●
11
月
13
日　

第
1
回
原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木
荘

　

検
討
委
員
会

　

・
樅
の
木
荘
の
現
状
に
つ
い
て

　

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

●
12
月
初
旬
〜
下
旬　

樅
の
木
荘
の
あ
り
方
に
関
す
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

・
18
歳
以
上
の
方
か
ら
１
０
０
０
人
の
方
を
無
作

　
　

為
に
選
ん
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
郵
送

　
　

方
式
で
し
た
が
510
人
の
方
か
ら
回
答
頂
き
ま
し

　
　

た
。

●
12
月
2
日　

樅
の
木
荘
住
民
説
明
会

　

・
樅
の
木
荘
の
現
状
や
経
営
状
況
に
つ
い
て
説
明

　
　

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
12
月
4
日　

樅
の
木
荘
現
地
見
学
会

　

・
樅
の
木
荘
を
使
っ
た
こ
と
や
内
部
を
見
た
こ
と

　
　

の
な
い
方
の
た
め
に
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
1
月
30
日　

第
2
回
原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木

　

荘
検
討
委
員
会

　

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

●
2
月
25
日　

第
3
回
原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木

　

荘
検
討
委
員
会

　

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
募
集
か
ら
見
え
て
く

　
　

る
住
民
な
ど
の
意
向
に
つ
い
て

●
3
月
25
日　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木
荘
の
あ
り
方

　

に
つ
い
て
の
住
民
懇
談
会

　

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

・
樅
の
木
荘
の
現
状
と
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

・
出
席
者
全
員
か
ら
ご
意
見
・
ご
質
問
を
頂
き
ま

　
　

し
た
。

　

樅
の
木
荘
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
村
政
運
営
上

の
重
要
案
件
と
し
て
今
後
と
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
取
り
入
れ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
農
林
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
ま

で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。　

　
　問

い
合
わ
せ　

農
林
商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

電
話
７９―

７
９
２
９

原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
樅
の
木
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
の
経
過

デ
ジ
ア
ナ
変
換

終
了
ま
で
約
１
年

滝
沢
清
次
写
真
展

「
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
」　
　

問
総
務
省

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
7
0
‐
0
7
‐
0
1
0
1

■
信
州
の
野
山
を
歩
く

　

○
５
／
30
金

■
パ
ソ
コ
ン
相
談
会

　

○
６
／
２
月   

午
後
１
時
30
分

■
は
ら
む
ら
塾
②

　

○
６
／
５
木   

午
後
１
時
30
分

　

八
ヶ
岳
美
術
館

■
発
見
!!
原
村
か
ら
見
え
る
山

　

○
６
／
５
木   

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

○
６
／
14
土  

午
前
９
時
30
分

　

お
詫
び
と
訂
正

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
79
‐
7
0
9
2

問
滝
沢
清
次
さ
ん

　

☎
64
‐
2
1
8
1

C OL UMN

高
原
の
風

村
長
き
よ
し
の

３３

　　

ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
ま
し
た
。4
年
に

一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、流
石
に

世
界
最
高
の
大
会
だ
け
あ
っ
て
、

数
え
き
れ
な
い
程
の
多
く
の
感
動

と
勇
気
と
夢
を
世
界
の
人
々
に
与

え
ま
し
た
。

　

2
月
7
日
か
ら
23
日
迄
の
17
日

間
行
な
わ
れ
ま
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、冬
季
大
会
史
上
最
多
の

88
ヵ
国
、地
域
か
ら
約
２
９
０
０

人
の
選
手
が
参
加
し
て
、雪
と
氷

の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。期
待
さ
れ
た
日
本
選

手
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
は
金
１
、銀

４
、銅
３
の
８
個
で
し
た
。期
待
が

高
く
取
れ
る
取
れ
る
と
言
わ
れ
て

取
れ
た
選
手
の
強
さ
、取
れ
な
か
っ

た
選
手
の
悔
し
さ
、伸
び
や
か
に

自
己
を
発
揮
し
て
取
れ
た
選
手
の

清
々
し
さ
、い
ず
れ
も
大
き
な
共

感
を
呼
び
ま
し
た
。ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
・ハ
ー
フ
パ
イ
プ
の
平
野
歩
夢
選

手
、ス
キ
ー
・
ジ
ャ
ン
プ
の
葛
西
紀

明
選
手
は
、15
歳
、41
歳
と
日
本
の

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

の
最
年
少
、最
年
長
記
録
を
塗
り

替
え
、夢
と
憧
れ
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
ス
ケ
ー
ト
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
羽

生
結
弦
選
手
の
金
メ
ダ
ル
は
国
民

に
納
得
の
満
足
を
与
え
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
3
月
7
日

か
ら
16
日
迄
の
10
日
間
行
な
わ
れ
、

障
害
に
負
け
な
い
ひ
た
む
き
な
活

動
力
に
よ
っ
て
感
動
と
勇
気
を
与

え
、や
る
気
の
大
切
さ
を
示
し
ま

し
た
。期
待
の
日
本
選
手
の
メ
ダ

ル
獲
得
は
、金
３
、銀
１
、銅
２
の

６
個
で
し
た
。世
界
の
頂
点
で
の

大
会
で
す
か
ら
、メ
ダ
ル
が
獲
得

で
き
る
、で
き
な
い
に
拘
ら
ず
、選

手
た
ち
が
真
剣
に
競
技
に
う
ち
こ

む
姿
は
感
動
そ
の
も
の
で
、こ
れ
ぞ

ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
と
思
い

ま
し
た
。日
本
選
手
も
よ
く
活
躍

し
ま
し
た
。

　

何
事
に
も
控
え
め
を
も
っ
て
尊

し
と
す
る
日
本
文
化
の
下
で
は
、

大
き
な
圧
力
の
中
で
メ
ダ
ル
獲
得

へ
の
挑
戦
は
お
ろ
か
、自
己
発
揮

さ
え
難
し
く
な
り
ま
す
。高
梨
沙

羅
選
手
、あ
ん
な
小
さ
な
体
で
の

懸
命
さ
健
気
さ
、涙
で
す
。こ
の
よ

う
な
感
動
は
全
世
界
共
通
で
あ
り
、

そ
の
祭
典
が
恙
な
く
行
な
わ
れ
る

上
で
、平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
す
。緊
張
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
中
だ
っ
た
今
大
会
も
ま
た
、

そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

つ
つ
が
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※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、5／30（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

長女たち
篠田節子（新潮社）

たとえ「毒」でも、親を見捨てること
ができない･･･それが長女の宿命
か。親の変容と介護に振り回され
る女たちを描く、国民総介護時代
に必読の連作短編。

記憶を失っていく３２歳・女性。末
期ガンで余命１年を宣告された
５８歳・男性。ふたりはそれぞれの
目的を果たすため、互いの肉体に
入れ替わることを決意した。感動
の長編小説。

ひとは、いつ、どこで、どのようにし
て、そのひと自身になっていくのか。
子どものころの思い出、母のこと、社
会や日常のことなどについて綴る。
「東京新聞」「中日新聞」連載の「こ
の道」に加筆、修正。

かしの木の子もりうた
ロバート・マンチ原作　
細谷亮太文いせひでこ絵（岩崎書店）

慈しみ育てたわが子が家を離れ
ても、老いた母の息子を愛おし
む気持ちは変わらない。時に母
を慰め、時に母の思いを子に伝
えるかしの木に見守られた、親
子の物語。

ターシャの農場の12ヵ月
ターシャ・テューダー著
内藤里永子訳（KADOKAWA）

若い母親ターシャ・テューダーは、
ニューハンプシャー州の田舎に見
つけた、小途の向こうの家で自給自
足の暮らしを始める･･･。ターシャ
と夫、４人の子どもたちの農場での
１２ヵ月を、美しい絵と文で描く。

★ボランティアグループ「おもちゃ箱」によるパネルシアター
　日時／5月21日（水）午後4時～　場所／図書館2階
　内容／パネルシアター　　
★図書館のおたのしみ会
　日時／6月4日（水）午後4時～　場所／図書館2階
　内容／絵本の読み聞かせ、紙芝居、本の紹介、折り紙など
　　※子どもボランティア“のこのこ”による絵本の読み聞
　　　かせや紙芝居もあります。おたのしみに！　
★子ども図書館ボランティア募集
　図書館まつりやおはなし会などで、お手伝いをしてくれる小
　中学生を募集しています。
　興味のある方は図書館までご連絡ください。

  問　図書館　電話７０－１５００

図書館からのお知らせ

ぼくの絵本じゃあにぃ
荒井良二（NHK出版）

大人の常識にしばられず、子どものよ
うに自由に考え、描くにはどうすれば
いいか。日本を代表する絵本作家・
荒井良二が、自らの個人史にも立ち
返りながら、子どもから大人までを魅
了してやまない創作と発想の内実を
初めて記るす。

児童図書

カノン
中原清一郎（角川書店河出書房新社）

「わたし」は「わたし」
になっていく
落合恵子（東京新聞）

　

第
1
6
6
回
「
村
長
と
話
し

合
う
日
」
を
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
5
月
16
日
金

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／
「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」
村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

保
育
所
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、

保
護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
担
当

者
が
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
５
月
の
開
設
日

　

15
日
木
、
16
日
金
、
20
日
火
、

　

村
内
の
土
蔵
に
左
官
職
人
が

こ
て
を
使
い
、
漆
喰
で
彫
刻
し

た
鏝
絵
の
調
査
報
告
書
が
出
来

ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
に
実
費

配
布
し
ま
す
。

■
A
4
版
／
１
６
２
ペ
ー
ジ　

金
額　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み
／
原
村
教
育
委
員

会
教
育
課
文
化
財
係
に
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

22
日
木
、
23
日
金
、
27
日
火
、

　

29
日
木

■
６
月
の
開
設
日 

　

3
日
火
、
5
日
木
、
6
日
金
、

　

10
日
火
、
12
日
木
、
13
日
金

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

○
交
流
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

　

保
育
所
に
通
っ
て
い
る
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま

す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時
／
5
月

　26　
日
月　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
原
村
保
育
所

■
持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
水
筒
、

　
　
　
　
　
　

帽
子
、
上
履
き

 

6
月
2
日
は
、
平
成
26
年
度
の

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
で
す
。
自
動
車
税
（
県
税
）
、

軽
自
動
車
税
（
村
税
）
は
、
4
月

1
日
現
在
で
自
動
車
・
軽
自
動
車

を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
税
金
で
す
。
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

地
方
事
務
所
税
務
課
（
自
動
車
税

の
み
）
、
原
村
役
場
会
計
室
（
軽

自
動
車
税
の
み
）
で
納
付
で
き
ま

す
。

　

4
月
よ
り
家
庭
児
童
相
談
員

が
行
方
弘
子
（
な
め
か
た　

ひ
ろ

こ
）
さ
ん
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　　

お
子
さ
ん
の
育
児
や
し
つ
け
、

不
登
校
、
家
庭
内
暴
力
、
虐
待
、

親
子
関
係
な
ど
の
相
談
を
、
家
庭

児
童
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
／
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
3
時
45
分

■
電
話
／
79
―
7
0
9
2

■
場
所
／
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

万
一
、
相
談
員
が
不
在
の
場
合

は
、
後
日
相
談
員
よ
り
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。
相
談
は
電
子
メ
ー

ル
で
も
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

員
専
用
の
下
記
ア
ド
レ
ス
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
　企画係 ☎79-7942
　村づくり係 ☎79-7922
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

2014  05

自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
納
期
限

問
○
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　

☎
57
‐
2
9
0
5

　

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

住
民
財
務
課
税
務
係

　

☎
79
‐
7
9
2
3

問
教
育
課
文
化
財
係

　

☎
79
‐
7
9
3
0
（
直
通
）

家
庭
児
童
相
談
員 

　
行
方
弘
子
さ
ん

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

原村結婚活動推進事業『原村マリッジサポートセンター』からのお知らせ
　原村マリッジサポートセンターは、婚活をサポートする側の人材育成や、独身者自らが結婚に積極的に取り
組めるようなセミナーやイベントを開催しながら、結婚相談や出会いのきっかけづくりなどを推進しています。

　ながの結婚マッチングシステムとは？
　長野県が行う結婚支援事業で、「ながの結婚マッチングシステム」の利用団体間において、結婚を希
望される方をデータベース化して検索、お見合いを行うことにより、出会いの機会をより多くつくること
を目的として、設置・運用するシステムです。原村もシステム環境を整え、稼働しています。結婚マッチ
ングシステムを使って、出会いを拡げたい方は、「ハラ・トレンディクラブ」への加入が必要になります。
　　　　　　詳しくは、原村マリッジサポートセンター　電話79-7922（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-Mail:trendy-club@vill.hara.nagano.jp

入会費・年会費は無料

「
原
村
の
土
蔵
を
彩
る
鏝
絵
」

　
　
　
　
　
刊
行
し
ま
し
た

家庭児童相談員専用メール
kosodate-soudan@vill.hara.nagano.jp

「HARA　TRENDY CLUB」（ハラ・トレンディクラブ）への登録
　○原村に在住・在勤の「20歳以上の独身者」または、結婚後原村に住む意志のある方
　○出会いや結婚を真剣に考えている人
　が対象です。
　今まで交際や結婚について「異性との出会いが少ない」、「あまり考えたことがない」と思っていたあ
なた、ハラ・トレンディクラブに登録し、交際や結婚を前向きに考えるきっかけとしてイベントやパー
ティーに参加してみませんか？
　まずは、原村マリッジサポートセンターへお気軽にご相談ください。
　※秘密は絶対に守ります。

「HARA　  TRENDY  CLUB」登録会員募集！
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■今月の納税等
・軽自動車税（全期）
・国民健康保険税（普通徴収２期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収２期）
・介護保険料（普通徴収２期）
・上下水道使用料（３・４月分）
納期限・口座振替日……６月２日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・5月20日 ・5月27日 ・6月3日 ・6月10日

収集時間は、各地区により決められた時間となります。
■資源物とごみの収集日

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定箇所に出して下さい。

各地区　指定箇所

資源物

 6月12日（木）

粗大ごみ

 6月2日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 6月9日（月）
  柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原 6月16日（月）

 6月23日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 5月24日（土）

 5月18日（日）
南諏衛生センター 粗大ごみ受入日

▲

午前9：00～正午

毎週水曜日

大久保、柳沢、八ツ手

可燃ごみ

毎週月・木曜日

毎週火・金曜日

毎週水・土曜日

払沢、柏木、菖蒲沢、室内

大久保、柳沢、八ツ手、ペンション、原山、農場、中央高原

やつがね、判之木、南原、上里、中新田

2014  05 2014  05

■一般家庭系可燃ごみ排出量（４月～３月）
　※事業系ごみは除いてあります。　　　　　　　　単位：kg

３市町村全体

原村分

一般収集

  12,915,830
　　 1,156,150

個人持込
935,550
19,110

焼却移行量

   22,705,000
  　 1,637,220

率（%）

 100.0
 　7.2

可燃粗大
73,920
 18,150

１人１日あたりのごみ排出量（ｇ/人/日）
　３市町村全体　792ｇ　　原村　　571ｇ
　　　１人１日300ｇを目標に燃やすごみを減らしましょう。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談に応じます。

■上水道当番指定店
5月11日（日）～5月17日（土）
5月18日（日）～5月24日（土）
5月25日（日）～5月31日（土）
6月1日（日）～6月7日（土）
6月8日（日）～6月14日（土）
6月15日（日）～6月21日（土）

☎72-4017
☎79-5720
☎79-5730
☎79-2421
☎79-2536
☎79-5254

㈱有賀水道
南部建設㈱
㈲森山建設
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
共栄管工㈱

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

 

原
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
紹
介
と

              　

元
気
な
今
だ
か
ら
で
き
る
事

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
中
新
田
・
桜
の
深
叢
寺
、
そ
の
横

『
老
人
保
健
施
設
さ
く
ら
の
』
の
中
に
あ
り
ま
す
。高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
、
原
村
で
あ
な
た
ら
し
い
生
活（
あ
あ
、
幸
せ
だ
な

と
思
う
生
活
）
を
送
れ
る
よ
う
に
次
の
よ
う
な
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

① 

な
ん
で
も
総
合
相
談
窓
口

　

達
者
で
い
た
い
か
ら
、
畑
仕
事
の
な
い
冬
場
に
体
を
動
か

す
教
室
に
行
き
た
い
。お
隣
は
一
人
暮
ら
し
だ
が
最
近
、
顔
を

見
な
い
し
元
気
か
心
配
だ
。ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ

た
り
施
設
に
は
い
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
？
最
近
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
一
人
暮
ら
し
だ
と
心
配
に
な
っ
て
き
た

　

な
ど
生
活
・
健
康
・
介
護
・
病
気
・
認
知
症
・
住
宅
の
事

等
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

② 

介
護
予
防

　

体
の
変
化
を
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
諦
め
な
い
。介
護
さ

れ
る
の
は
ま
だ
早
い
！
と
思
っ
て
い
る
今
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。元
気
な
今
、
心
と
体
の
健
康
維
持
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　

介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。体
を
動
か
し
た
り

趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
仲
間
と
話
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。教
室

へ
の
送
迎
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。65
歳
以
上
で
介
護
保
険

認
定
の
な
い
方
が
対
象
で
す
。現
在
参
加
者
募
集
中
で
す
。

　

各
地
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
体
操
や
健
康
講
座
な
ど
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？
地
区
の
方
が
集
ま
る
き
っ
か
け

作
り
に
も
。体
操
や
趣
味
の
講
師
を
呼
ぶ
事
も
で
き
ま
す
。

＊
お
知
ら
せ
＊　

　

現
在
、
困
っ
た
時
に
開
く
情
報
誌
、
原
村『
資
源
ま
っ
ぷ
』を

作
成
中
で
す
。日
常
生
活
の
困
り
事
の
解
決
へ
の
手
助
け
に

ご
活
用
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
／　

原
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
７
０‐

１
２
０
０

タコとトマトのサラダ　　レシピ108

☆つくりかた

①玉ねぎ・ピーマン・セロリ・パセリは荒み
じん切りにする。

②Aをあわせておいて①と混ぜ、塩こしょう
で味を調える。
③タコは食べやすい大きさのスライス、トマ
トは、2㎝角位の角切りに切って全てを合
わせる。
※ワインビネガーが無ければ酢を大さじ３
にしても良い。酸味を効かせて、塩分カット！！

★材料（４人分）
ゆでタコ................................ 200ｇ
トマト......................................... 2個
玉ねぎ.....................................1/4個
ピーマン..................................... 1個
セロリ................................... 15㎝位
パセリ........................................少々
オリーブオイル ...................大さじ3
ワインビネガー ...................大さじ1
酢.........................................大さじ2
しょう油..........................大さじ1/2
レモン汁..............................大さじ2
塩..............................ミニスプーン1
こしょう....................................少々

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀２２９９-１
・診療日及び診療時間／毎日午後７時～午後９時
・診療科目／小児科（けがは除く・中学生以下）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）
※受診の際は、事前に電話で症状を伝えた上で、
　お越しください。

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

5月18日日

期　日 医　科 薬　局
尖石診療所
☎71-6211

こぶし薬局
☎71-6202

5月25日日 桜井内科医院
☎72-6010

オギノSCフジモリ薬局
☎71-2578

6月1日日 往診クリニックちの
☎82-4104

けやき薬局
☎82-2864

6月8日日 フジモリ薬局はら店
☎79-5751

原村診療所
☎79-2716

原村診療所

■原村地域包括支援センター
  ６５歳以上の方の総合相談窓口
　本人、ご家族などどなたからの相談にも応じます。
　また、本人を中心に生活全般の課題解決に向け支援します。
（例：生活、からだ、健康、介護、認知症、虐待、悪質商法、財産管理）
・場所：老人保健施設　さくらの内
・電話：７０－１２００
・受付時間：月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
　　　　　　第１・４土曜日　午前８時３０分～午後０時３０分
　　　　　　※電話は２４時間受け付けています。

会場 保健センター2階　受付 午後1時～午後1時15分
※乳がんマンモグラフィ検診・ヘルススクリーニング・
　子宮がん集団検診は下記のとおり
　　　　　　　　　　　

教室・学級 ○2歳半歯科検診 5月21日（水）　H23年9・10・11月生対象　

○1歳半健診

○日本脳炎

予防接種　会場 地域福祉センター　受付 午後1時15分～午後1時30分
※ＢＣＧは午後1時10分～1時20分受付

5月15日（木）（予備日）
対象：H22年4月2日～H23年4月1日生
6月12日（木）（追加）
対象：H21年4月2日～H22年4月1日生
5月22日（木）
対象：7歳半～H24年5月生
6月 2日（月） 対象：H26年1月生～
6月11日（水） 対象：H25年11月生

○乳児健診 5月27日（火）　H25年7・10月、H26年1月生対象
午後1時10分～午後1時20分受付5月15日（木）対象：H25年8･9月生

午前9時45分～午前10時受付
5月29日（木）　希望者（要予約）
午後1時10分～午後1時20分受付 保健センター

○離乳食教室
　８・９か月コース
○母乳学級
○2か月児相談

○ヘルススクリーニング(要予約）
6月3日（火）～6日（金）　地域福祉センター
午前8時30分～午前11時・午後1時～午後3時受付
※6日は午前のみ。※4日、5日の午後は骨密度測定があります。

○乳がんマンモグラフィ検診（要予約）
5月30日（金）・6月9日（月）
S15年～S47年の奇数年生まれの女性対象　

相談　○育児相談　　　6月10日（火） 希望者
　　午前9時30分～午前11時受付　保健センター

○子宮がん集団検診（要予約）
5月28日（水）　午後1時10分～午後1時20分受付
20歳以上の女性対象　地域福祉センター多目的ホール

検診・健診

5月16日（金）　H24年10・11月生対象

○四種混合

○不活化ポリオ

○ＢＣＧ

○2歳児歯科検診 6月10日（火）H24年3・4・5月生対象

A

保健福祉課　栄養士　田附愛衣　

6月15日日 フジモリ薬局はら店
☎79-5751

八ヶ岳診療所
☎79-7001

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

　
安藤公二

　
安藤公二  安藤公二

 
安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

 
安藤公二 前原　学 安藤公二

休診
健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦

第②④週
安藤親男

第①③⑤週
高木宏明
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　3月25日に、レストハウス樅の木荘のあり方について
の懇談会が行われ、約30名が参加しました。
　会では、樅の木荘の現状や昨年12月に行ったアン
ケートの集計結果等の説明の後、参加者と村長をはじ
め検討委員らが懇談しました。
　参加者からは、「もし建てかえるならもっと議論や
研究が必要」「樅の木荘を今の規模で維持しなくても
よいのでは」「このような施設が村に１つはほしい」な
ど様ざまな意見が出されていました。

スワいち
「オーロラ原村マーケット」

原村保育所と
こひつじ幼稚園で入園式

原中学校・原小学校で入学式

　3月23日には、八ヶ岳自然文化園でスワいち原村会
場「オーロラ原村マーケット」が開催されました。会
場には、パンや焼き菓子、クラフト品、こども市など
のお店が並び、訪れた人々は、買い物や出展者との会
話を楽しんでいました。

　原中学校では、68名の新入生が入学しました。厳粛
な雰囲気の中始まった入学式では、真新しい制服に身
を包んだ初々しい新入生がお祝いの言葉に耳を傾けて
いました。
　小林校長は、「自分を変える『change（チェンジ）』、
何事にも挑戦する『challenge（チャレンジ）』、今がその
時である『chance（チャンス）』、この三つのＣを大切に
輝いていってほしい」と新入生を激励しました。
　新入生達はこの日、心からの歓迎を受け、原中魂を受
け継いでいく新しい一歩を踏み出しました。

　こひつじ幼稚園の入園式では、18名の新入園児たち
が元気いっぱいのお兄さんお姉さんに迎えられて笑顔
で入園しました。
　中村園長は、「『ありがとう』が言える子になって
もらいたい。また、『大好き』という言葉を覚えても
らいたい」と新入園児に温かい言葉を送り、望月教育
長は「お兄さんお姉さんは新入生を助けてあげてほし
い」と進級した園児たちにも期待を込めていました。

　生憎の曇り空で始まった原小学校の入学式は、今年
度61名の新入生が入学しました。
　式では、清水村長が「小学校は保育園や幼稚園とは
違って、自分の足で学校まで歩いて行きましょう。交通
事故には遭わないよう気を付けて元気いっぱいの一年
生になってください」とエールを贈ると、中井校長先生
が「自分から気持ちの良い挨拶と返事をすることで、友
達が増えて勉強や遊びも充実してきます。元気な挨拶
で楽しい学校生活にしていきましょう」と新入生に声を
かけました。
　式が終わる頃には曇っていた空も晴れ間を見せ、新
入生の新しいスタートを祝福しているようでした。

原村消防団伊藤団長と
　　　　清水副団長が受章

原中３年生
卒業記念ブロンズ除幕式

　4月7日には、日本消防協会の「功績章」を受章した
伊藤幸徳団長と「精績章」を受章した清水澄夫副団長
に表彰状の伝達式が行われました。
　表彰を受け、伊藤団長は、「みなさんのおかげで受
章できました。今後も消防活動にまい進していきます」
と話すと、清水副団長は、「精一杯がんばります」と決
意を述べていました。→

　４月１日に原村保育所、７日には、こひつじ幼稚園
で入園式が行われました。
　今年度原村保育所には、54名の新入園児が入園しま
した。
　式では、三井園長が「新入園児のみなさんに会えて
うれしいです」と声をかけ、「元気な声であいさつし
ましょう」、「早起きして朝ごはんをたくさん食べま
しょう」「友達と仲良くあそびましょう」とたのしい
保育園生活をおくれるよう３つの約束をしました。

　3月25日には、中学校3年生が卒業記念制作で取り
組んだブロンズ像の除幕式が八ヶ岳美術館で行われま
した。
　この除幕式は、毎年3月上旬に行われていますが、今
年は大雪の影響で卒業式の1週間後に行われました。
今年のテーマは「蕾」で、投票により行田彩華さんの
詩と野々村花子さんのデザインが選ばれました。卒業
生代表のあいさつでは、代表の篠原さんが「ブロンズ
像の制作を通し中学校生活を振り返り、将来を考える
ことができた」と話しました。

樅の木荘のあり方懇談会

　４月４日には、原小学校と原中学校で入学式が行わ
れました。

日本消防協会表彰「功績章」・「精績章」伝達式
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